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3 歳時の食物アレルギーと湿疹発症時期との関係について：病院で

の前視的コホート研究 

 

 
背景 

最近の研究では幼少児期の湿疹が食物アレルギー発症に重

要であることを示唆しているが、湿疹発症時期の重要性に

ついてまだ十分明らかになっていない。 

 
目的 
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 この研究目的は前視的出生コホート研究において湿疹発

症と食物アレルギー発症との関係を明確にすることであ

る。 

 
方法 

東京小児健康疾患成長研究のデータである。この研

究は日本で進行中の病院で進行中の出生コホート研

究である。 

参加した婦人から生まれた総計 1550 名の小児

である 

小児の結果は生後 6 ヶ月、1 歳、3 歳時に行ったアン

ケートによるものである。 

湿疹の発症と食物アレルギーの出現の時間的な

関係はロジスティック回帰分析によって評価し

た。 

 

結果 
0 歳児での湿疹は多変量解析にて有意な因子であっ



た(aOR 3.90, 95% CI 2.34-6.52, p<0.001)。 

年齢（月）による層別化では生後 1-2 ヶ月以内の湿

疹発症の乳児が 3 歳時の食物アレルギーの最も高い

リスク因子であった。 

結論 

早期の湿疹発症(特に生後 1-4 ヶ月以内）が

3 歳時の食物アレルギー発症の大きなリス

ク因子であった。 
今回の研究結果は潜在的に修正可能なリスク因子と

して湿疹の発症時期を理解し、食物アレルギー予防

のために必要な戦略に寄与するものである。 

 



 
1 歳までの湿疹の有無が 3 歳での食物ア

レルギーに影響する  

 

 
 

 



1 歳までの湿疹のみ有意（P<0.05）  
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生後 1 ヶ月から 4 ヶ月までの湿疹が影響する 



 

以上のことから、生後 4 ヶ月までの湿疹はでき

るだけ早期に治療することが食物アレルギー予

防に繋がる可能性がある。 


